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キンコーズ・ジャパン株式会社様は、創業より、コピーサー
ビスからの歩みで、「必要なときに、必要な分だけ」を実現す
るオンデマンドに特化したビジネスを展開されています。

現在は、文書電子化をはじめとするＤＸ関連サービスや、多
くのパートナー企業と紙の循環サービスを展開するなど、サス
テナブルな社会の実現に取り組まれています。

今回は、地域に根差し、地域コミュニティ活性化にも貢献さ
れている、キンコーズ・大宮駅東口店様の取組の一部をご紹介
します。

再生紙を活用した製本体験ワークショップの開催

キンコーズ・大宮駅東口店様の担当者の方からひとこと

未来を照らすキャンドルづくり体験

本市とともに、ＣＳ・ＳＤＧｓパートナーズである大宮マルイ様
のイベント「つなぐ、つながるミライSUSTAINABLE Days」に
ブースを出展し、再生紙を活用した製本体験ワークショップを開催
していただきました。

このワークショップでは、石川県で回収された古紙を再生した紙
素材「おきあがみ」や、使用済みユニフォームを再活用した用紙で
オリジナルノートづくりを実施されました。ものづくりの楽しさと
紙資源の大切さへの理解を深める機会となるだけでなく、地域の交
流の場としても大変好評を得ていました。

さいたま市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

工作用端材の提供などで普段から交流されている保育園
ChaCha Children Suzuya様と連携して、２０２３年より、
子どもたちに新たな学びと創造の場の創出に取り組まれてい
ます。

最近では、「世界こどもの日」に合わせて、子どもたちの
権利や幸せを願うキャンドル点灯イベント「ひかりのマニュ
フェステーション」を共催されました。このイベントでは、
アップサイクルトナーと廃油を組み合わせて、子どもたちが
自分の好きな色のキャンドルを作るワークショップを実施さ
れ、楽しみながら環境について学べる機会を提供されました。

弊社は、「必要なときに、必要な分だけ」というオンデマンドの考え方を大切
にし、日々の業務が自然と環境配慮につながるよう取り組んでいます。様々なイ
ベントを通じて、地域の“パートナー”の皆様と直接つながり、ものづくりの楽
しさや資源の大切さを一緒に感じられたことを嬉しく思います。

これからも“パートナー”の皆様とともに、楽しみながらサステナブルな社会
づくりに貢献してまいります。

キンコーズの
サステナビリティ


